様式第７（第４条、第５条、第５条の２関係）


人 物 に 関 す る 証 明 書

氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

生年月日　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

上記の者は、下記のとおりであることを証明する。

　　　　年　　　月　　　日

証明者職・氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

記

	項　　目
	観　察　の　内　容

	社　会　性
	

	責　任　感
	

	自　主　性
	

	指　導　力
	

	研　究　心
	

	総合的所見
	



※　全ての欄に御記入ください。


様式第７（第４条、第５条、第５条の２関係）厳封するかは証明書の判断にお任せします。
厳封されたものを受け取った申請者は、開封せずにそのまま提出してください。
記入例



人 物 に 関 す る 証 明 書
[bookmark: _GoBack]
氏　　名　　　武蔵　富代　　　　　　　　　　　

生年月日　　　昭和　××年　　　×月　　　×日
証明者の所属・職・氏名を記入します。
証明は学校長、卒業大学の学長や学部長、勤務した会社の社長や課長など、役職印で証明できる立場にある方がしてください。
ただし押印自体は不要です。

上記の者は、下記のとおりであることを証明する。

令和　×年　　×月　　×日

証明者職・氏名　　県立〇〇高等学校長・〇〇　〇〇　　　　　　

記

	項　　目
	観　察　の　内　容

	社　会　性
	

	責　任　感
	

	自　主　性
	

	指　導　力
	

	研　究　心
	

	総合的所見
	



※　全ての欄に御記入ください。
教育職員検定において、教員としてふさわしい人物かどうかを確認するための欄です。
総合的所見については、単に「良好」等とするのではなく、その人物の実際の行動やエピソードを交えた内容が望ましいです。なお、「観察の内容」は教員としてのものに限りません。会社の社長や出身大学の学長等が証明する場合は、それぞれの所属での様子から、左記「項目」について評価してください。




